




要約:幼児・学童へのテレビの影響の実態調査で、保育者の配慮でテレビ視聴が直接体験

や能動的活動につながり、良い影響がもたらされること、一方、暴力や人を馬鹿にする態

度などの影響は家庭内の配慮だけでは防衛困難なことが示された。テレビゲーム熱中経験

者調査で、やり過ぎのため、社会からドロップアウトする者の存在が示された。テレビ・

ゲーム長時間使用児で、心身の健康と関係する生活上の問題がみられた。学童の生活時間

の予備調査から、対人関係の希薄化、体験の偏りが懸念された。


